























































ると Aが選ばれ，Bと Cとの比較では Bが選
ばれる。ここまでの投票の結果は，A＞ B，か
つ B＞ Cである。そして Aと Cとを比較して
投票すると Cが選ばれる。その結果，A＞ B，
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＞ B＞ C＞ Aという「循環順序」になってし
まう。（これは循環順序だから，B＞ C＞ A＞










すると Aは１：２で否決され，残った Bと C
とでは２：１で Bが勝つ。しかし，もし最初
に Bに投票すると，Bは１：２で否決され，
残った Aと Cでは１：２で Cが勝つ。同様に，
最初に Cに投票すると Cは１：２で否決され，






























て，xを yより好むか，または yを x
より好むこと，つまり x＞ y，または
y＞ x，が成り立つ），


























































































































































4 4 4 4 4 4
個人 iと，社会的選択の決定にあたって自分の
選好が重きをなすこと
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